
京都大学On-site Laboratory データ・材料科学統合センター(iDM)

基本情報

活動概要

⚫ データ科学と材料科学の融合領域開拓
⚫ 京都大学発材料の国際的産業応用
⚫ 学生・若手研究者への基礎研究による国際社会還元という視点の涵養
⚫ オセアニア地域での京大ブランドの向上

➢ 現地研究機関と脱炭素社会で期待される半導体材料や多孔性材料の研究に
関して研究方針を固めるなどして、現地研究ネットワークを拡大し、京都大学と
高等研究院のブランド認識を高めること。

➢ 現地企業および日本企業との共同研究に繋がるネットワーク形成。
➢ 若手研究者、留学生の交流の活性化。

➢ マオリ族（ニュージーランドの先住民）の信念と慣習を強く尊重した研究計画に
よる文理融合の促進。

◆認定年度：2021（令和3）年

◆設置時期：2022（令和4）年1月

◆実施部局：高等研究院物質－細胞統合システム拠点（iCeMS）

◆相手方機関：The MacDiarmid Institute for Advanced Materials 

and Nanotechnology  (ニュージーランド)

◆設置タイプ：アウトバウンド型

◆設置目的：データ科学と材料科学の融合研究を行うこと

◆設置場所：ウェリントン大学 (ニュージーランド・ウェリントン)

◆活動内容：計算科学とデータ科学を用いた材料科学の深化を目

指し、若手研究者・学生の交流を促進すること

活動による大学全体への波及効果

University of Auckland (7研究室)

Massey University (2研究室)

Victoria University of Wellington 
(12研究室 + 事務局)

University of Canterbury (6研究室)

University of Otago (4研究室)

●京大-MDI 双方の強みである材料科学を中心に
     共同研究を計算とデータ科学で強力に加速

●京都大学とMDI ネットワークのハブとして
研究交流，頭脳循環を促進

ニュージーランド官庁

(Ministry of Business, Innovation, 

and Employment)ニュージーランド
王立協会

ニュージーランド
企業

データ・材料科学
統合センター

Center for 

Integrated Data-Material Sciences

(iDM)

材料科学分野でNZ 随一の規模と研究レベルを誇る

バーチャル研究所 (主要5大学から31研究室が参画)

マクダイアミッド研究所
MacDiarmid Institute (MDI)

ニュージーランド

MDI によるスペースの提供
MDI による研究者の配置
iCeMS による若手研究者の派遣

助成金研究経費

助成金

【様式9】



京都大学On-site Laboratory データ・材料科学統合センター(iDM)

2024年度の主な活動実績

❶若手研究者・学生の派遣・受け入れ

❷データ科学による有機半導体の研究

【京大 → MacDiarmid Institute】

⚫教員の１名、ポスドク（研究員）の２名、MacDiarmidの研究
グループに短期滞在（１ヶ月程度）

⚫ ポスドクによるMacDiarmid年次シンポジウムの参加・発表
（２名）

⚫京都大学の学部生（１名） MacDiarmid発の企業
（Advemto）へのインターンシップ（１ヶ月）

【MacDiarmid Institute → 京大】

⚫ MacDiarmidによる若手研究者（４名）の派遣 iCeMSと理
学部の研究グループと共同研究（１ヶ月程度）

⚫ MacDiarmidのPI（２名） iCeMSへの訪問（２週間程度）
⚫ JSPS外国人特別研究者での採択（１名、ホスト機関：

iCeMS)

⚫ ニュージーランドの物質データによる高い普遍性を持つ
グラフニューラルネットワークを学習し、有機半導体材料
の中の励起子移動を高い精度で再現できた。

⚫新規半導体物質を見つけるためのバーチャルスクリーニ
ングへ道を切り拓いた

…

有機物質データの可視化

グラフニューラルネットワー
クによる原子レベルの物性

値の再現

若手MacDiarmid研究者による
講義

MacDiarmid PIによる講義
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